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	スライド 1: 　現代人の死因の多くを占める脳血管疾患や心疾患の原因となる生活習慣病、また癌といった病気は、症状が出てからでは遅い、という事が多くあります。健康診断や人間ドックは、これらの病気症状が出る前に発見し、治療に結びつける為に存在しているのです。  　名古屋記念病院の健診センターでは、実際に当院で診療にあたっている医師が中心となって運営しており、早期に発見された異常に対し、各診療科と連携を取り、速やかに治療に移行できるといった総合病院ならではの特色を有しています。 　経験豊かなスタッフが皆様の健康
	スライド 2

